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そうじゃ  議会だより
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部
署
の
枠
を
縦
割
り
か
ら
横
串
へ

と
発
想
を
転
換
し
、
情
報
の
一
元

化
・
共
有
化
を
し
て
、
さ
ら
に
管

理
か
ら
経
営
と
い
う
発
想
を
も
取

り
入
れ
て
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
つ

つ
あ
っ
た
。

　
す
べ
て
の
土
地
・
建
物
の
デ
ー

タ
を
「
見
え
る
化
」
す
べ
く
、
き

っ
ち
り
と
取
っ
て
分
析
し
、
評
価

し
、
管
理
へ
と
も
っ
て
い
く
手
法

は
、
効
率
よ
く
施
設
利
活
用
も
市

民
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
も
の
で

あ
り
、
次
世
代
へ
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
る
と
思
え
た
。
そ
し
て
、
今

多
く
の
自
治
体
が
抱
え
る
難
問
題

に
対
し
、
Ｆ
Ｍ
は
よ
り
的
確
に
答

え
て
い
け
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
え
た
。
ち
な
み
に
、
体
制
的
に

は
総
務
部
の
管
財
課
で
３
名
の
職

員
が
担
当
し
て
い
た
。

　
総
社
市
の
抱
え
る
問
題
も
数
多

く
あ
る
が
、
今
回
の
研
修
が
よ
り

良
い
市
政
へ
の
糧
と
な
る
べ
く
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ

る
。	

（
根
馬
和
子
）

め
す
」「
ふ
れ
あ
う
」「
あ
ら
わ

す
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

新
た
な
多
世
代
交
流
施
設
が
誕
生
。

総
社
市
に
は
子
ど
も
館
的
な
も
の

が
な
い
た
め
、
町
の
中
心
部
に
こ

の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
と
大
い
に

子
育
て
王
国
と
し
て
発
展
す
る
の

で
は
な
い
か
と
も
感
じ
た
。
運
営

は
、
部
分
的
指
定
管
理
者
方
式
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
に
よ
る
市

民
協
働
型
を
目
指
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
跡

地
利
用
と
し
て
「
保
健
・
医
療
・

福
祉
」
の
機
能
が
一
体
と
な
っ

た
「
ほ
い
っ
ぷ
」
の
中
に
、
こ
の

４
月
か
ら
新
た
に
療
育
支
援
の
拠

点
施
設
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
が

開
始
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
人
が
心

豊
か
に
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
と

の
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
施
設
。

障
が
い
の
早
期
発
見
・
早
期
療
育

は
も
と
よ
り
、
療
育
相
談
、
療
育

関
係
機
関
と
の
連
携
、
実
際
に
療

育
も
行
わ
れ
る
。
中
で
も
障
が
い

児
の
受
診
が
厳
し
い
歯
科
治
療
も
、

設
備
が
整
っ
て
い
た
こ
と
に
感
動

た
の
が
、
不
況
に
よ
る
共
働
き
の

増
加
等
か
ら
昨
年
は
４
１
７
人
と

大
幅
な
増
加
が
あ
っ
た
。
緊
急
プ

ラ
ン
と
し
て
20
年
間
期
間
限
定
認

可
保
育
所
計
画
を
実
施
。
将
来
子

ど
も
が
減
少
し
た
と
き
の
こ
と
も

考
え
て
、
新
設
型
と
既
存
の
建
物

を
利
用
す
る
改
修
型
の
２
種
類
で

計
画
し
た
と
い
う
。

療
育
支
援
の
拠
点

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

＝
愛
知
・
豊
橋
市
＝

　
翌
日
は
、
豊
橋
市
の
子
ど
も
の

た
め
の
こ
ど
も
未
来
館
「
こ
こ
に

こ
」
を
訪
問
。「
さ
さ
え
る
」「
た

　
ま
ず
町
田
市
で
は
、
昨
年
８
月

か
ら
ご
み
袋
の
値
下
げ
を
実
施
。

値
下
げ
幅
は
20
％
。
ま
た
、
町
田

市
で
は
70
歳
以
上
に
は
ご
み
袋
を

無
料
、
お
む
つ
専
用
袋
も
配
布
し

て
い
た
。
町
田
市
は
、
ご
み
減
量

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た

め
、
ご
み
減
量
課
を
設
置
し
、
徹

底
。
ま
た
、
市
民
の
意
識
も
高
く
、

ご
み
袋
の
有
料
化
に
伴
う
ご
み
減

量
も
成
果
を
上
げ
、
ご
み
に
関
す

る
新
聞
も
市
民
団
体
が
発
行
し
て

い
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
公
社
を
16
年
前

に
設
立
し
、
ご
み
の
中
か
ら
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
も
の
を
収
集
・
修

理
・
再
生
し
、
２
０
０
８
年
に
は

１
万
６
１
４
点
を
販
売
、
２
１
２

９
万
円
の
売
り
上
げ
を
出
し
て
い

る
。
人
口
40
万
人
の
市
で
あ
る
が
、

市
民
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
た
め
、
値
下
げ
に
伴
う
ご

み
の
増
加
は
見
ら
れ
な
い
。

　
次
に
待
機
児
童
の
解
消
の
取
り

組
み
で
は
、
待
機
児
童
が
２
０
０

８
年
度
ま
で
は
減
少
傾
向
に
あ
っ

厚
生
委
員
会

70
歳
以
上
は
ご
み
袋
無
料

値
下
げ
に
よ
る
ご
み
増
加
な
し

＝
東
京
・
町
田
市
＝

　
去
る
５
月
20
日
、
21
日
の
両
日
、

指
定
収
集
ご
み
袋
制
度
に
つ
い
て

と
待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
東
京
都
町
田
市
へ
、
子
ど

も
未
来
館
・
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
愛
知
県
豊
橋
市
へ
視

察
に
行
っ
た
。

図
書
館
の
無
休
化
を
し
、
効
率
的

事
務
事
業
と
し
て
利
用
料
金
制
度

の
導
入
や
幼
稚
園
の
合
併
・
休
園

を
し
、
健
全
財
政
と
し
て
市
債
発

行
の
抑
制
、
補
助
金
の
見
直
し
等

厳
し
い
改
革
が
実
行
さ
れ
て
い
た
。

全
国
に
先
駆
け
て

Ｆ
M
手
法
導
入

＝
千
葉
・
佐
倉
市
＝

　
佐
倉
市
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
と
は
、
施
設
と
そ
の
環

境
と
い
う
意
味
で
、
コ
ス
ト
や
施

設
の
効
用
を
考
え
、
適
正
に
管

理
・
活
用
し
て
い
く
手
法
の
こ
と

で
あ
る
。

　
導
入
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
18

年
施
行
の
改
正
耐
震
改
修
促
進
法

に
基
づ
き
、
耐
震
改
修
促
進
計
画

を
立
て
て
も
、
施
設
の
老
朽
化
、

財
政
難
さ
ら
に
社
会
情
勢
の
変
化

が
課
題
と
な
り
、
計
画
倒
れ
に
な

る
と
の
危
機
感
が
あ
っ
た
た
め
と

の
こ
と
。
市
所
有
の
施
設
を
所
管

み
、
行
財
政
改
革
に
本
腰
を
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
組
織
や

機
構
の
見
直
し
、
事
務
の
合
理
化
、

議
会
で
は
行
財
政
改
革
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。
第
１
次
～
第
３
次
（
平

成
８
年
度
～
18
年
度
）
の
計
画
ま

で
に
財
政
的
に
は
１
５
７
億
５
千

万
円
の
削
減
が
で
き
て
い
た
。
そ

の
間
の
職
員
提
案
件
数
は
２
６
１

件
と
改
革
意
識
が
強
く
、
成
果
へ

と
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
平
成
21
年
度
に
は
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

総
務
文
教
委
員
会

11
年
間
で
1
５
７
億
円
削
減

改
革
提
案
２
６
１
件

＝
茨
城
・
日
立
市
＝

　
去
る
５
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で

の
間
、
茨
城
県
日
立
市
の
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
、
千
葉
県
佐
倉
市

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｆ
Ｍ
）
に
つ
い
て
行
政
視
察
を

行
っ
た
。

　
工
業
都
市
19
万
人
の
日
立
市
も
、

平
成
８
年
ご
ろ
か
ら
財
政
の
逼ひ

っ

迫ぱ
く

や
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
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